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特徴やPRポイント
氷を使用した冷蔵庫、ブラウン管のテレビなど、新しい電化製品が出ると、今までのものは廃棄し
てしまいますが、今回展ではこうした“少し古い道具”を展示していますので、親世代、祖父母世
代は懐かしさを、子ども世代はカルチャーショックをうけるものと思います。

また、体験コーナーも設けました。ダイヤル式電話（黒電話）のダイヤルを回したり、出始めたこ
ろの重い扇風機を持ち上げてみたり、また展示室内に蚊帳を張り、その中に入ることもできます。
こうした体験から、昔のくらしを実感できるものと思われます。

主催
熊谷市立熊谷図書館（担当：美術、郷土係）

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

美術、郷土係　金子

０４８－５２５－４５５１

熊谷市
記者クラブ取材情報

事業の名称等

平成２７年１月２４日（土）午前９時～３月１日（日）午後５時

熊谷市立熊谷図書館　３階　美術展示室

目的・内容
私たちの生活は、昭和３０～４０年代の高度経済成長を経て、飛躍的に便利になりました。その反
面、無くしてしまった当時の智恵や工夫などもたくさんあります。今回展では、昭和３０～４０年
代の衣・食・住の中で使用した様々な道具類を展示し、こうした道具類に込められた先人たちの創
意工夫を学んで、今のくらしを見直そうとするものです。展示点数：約３３０点

影響・効果
小学生は３年生の時に授業で「むかしのくらし」を学びます。今回展を通じて学校教育への一助に
もなると思われます。また、子ども、両親、祖父母の三世代で楽しめ、世代間交流もできると思わ
れます。毎年、市内の小学校約１５校の小学２年生が図書館の施設見学に来ることもあり、今回展
は市内の小学２、３年生に展示チラシを配布します。

平成２６年度企画展「昔のくらし展Ⅱ～衣・食・住～」の開催について 

平成２７年１月２８日発表 

担当課：熊谷図書館 
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